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１１月５日「世界津波の日」関連行事について 

 

平成27年12月、国連総会において11月５日が「世界津波の日」と 

制定されました。 

「世界津波の日」は、本県の偉人である濱口梧陵翁が安政南海地 

震の際、稲むらに火をつけることにより津波から多くの命を救い、 

その後、私財を投じて広村堤防を築堤することで村を復旧・復興に 

導いた故事にちなみ制定されたものです。 

「世界津波の日」を契機に、県や市町村等において、県民の防災 

意識の向上を図るため各種行事を実施します。 

「世界津波の日」関連主要行事 

● 稲むらの火祭り（広川町） 

● 由良町地震防災訓練（由良町） 

● 御坊市 市内一斉地震・津波避難訓練（御坊市） 

● 美浜町津波避難訓練（美浜町） 

● 串本町内一斉避難訓練（串本町） 

●「世界津波の日」地震・津波避難訓練（県内各地） 

● 呼び上げ地蔵避難訓練（海南市） 

● 津浪祭（広川町） 

● 湯浅町内一斉津波避難訓練（湯浅町） 

● みなべ町南部・岩代・上南部地区防災訓練（みなべ町） 

● すさみ町津波避難訓練（すさみ町） 

● 那智勝浦町内統一津波避難訓練（那智勝浦町） 

● 海南市防災訓練（海南市） 

● 濱口梧陵国際賞授賞式及び受賞者の県内招致 

（東京都内、広川町） 

１０月１８日（土） 

１０月２６日（日） 

１１月 ２日（日） 

１１月 ２日（日） 

１１月 ３日（月） 

１１月 ５日（水） 

１１月 ５日（水） 

１１月 ５日（水） 

１１月 ８日（土） 

１１月 ８日（土） 

１１月 ８日（土） 

１１月 ８日（土） 

１１月 ９日（日） 

１０月から１１月頃 

 

和歌山県 話題事項 

令和７年１０月１４日 

資料提供済 

令和７年１０月１０日 

濱口梧陵翁 



令和７年度「世界津波の日」関連行事

 ● 稲むらの火祭り

　濱口梧陵の偉業を学び、地震・津波への防災意識を高めるため、平成15年から開催している。
参加者は松明を持ち、史実に沿って廣八幡宮まで行進する。

 日　　付：10月1８日（土）（雨天の場合は翌19日）
 場　　所：広川町役場前ほか
 主催団体：稲むらの火祭り実行委員会
 問合せ先：同上（0737-63-6283）

　南海トラフ地震を想定し、一時避難場所等に避難する津波避難訓練を実施する。

 日　　付：1１月２日（日）
 場　　所：美浜町内
 主催団体：美浜町、自主防災会
 問合せ先：同上　防災まちづくりみらい課（0738-23-4902）

 ● 串本町内一斉避難訓練

　住民の津波防災意識の向上や適切な避難行動を身に付けるため、防災行政無線で大津波警報発表を周知
し、住民に対し各地区の一時避難場所等への避難を促す津波避難訓練を実施する。

 日　　付：11月３日（月）
 場　　所：串本町内
 主催団体：串本町
 問合せ先：同上 総務課（0735-62-0555）

 ● 由良町地震防災訓練

　
　災害時に迅速な避難を行えるよう、防災行政無線で大津波警報発表の訓練放送を行い、住民に対し各地区
の一時避難場所等に避難する津波避難訓練を実施する。併せて、移動系の防災行政無線を使用し、各地区と
通信訓練を実施する。

 日　　付：10月２６日（日）
 場　　所：由良町内
 主催団体：由良町
 問合せ先：同上　総務政策課（0738-65-1801）

 ● 御坊市 市内一斉地震・津波避難訓練

　大津波警報（訓練）のサイレンを市内一斉に放送し、市民の方々それぞれで津波避難訓練を実施していた
だき、適切な避難行動の確認や防災意識の向上を図る。

 日　　付：1１月２日（日）
 場　　所：御坊市内
 主催団体：御坊市
 問合せ先：同上　総務部　危機管理課（0738-23-5528）

 ● 美浜町津波避難訓練



　「世界津波の日」の趣旨を伝え、津波防災の意識を高めるとともに、適切な避難行動の定着を図るため、
県内全市町村において、地震・津波避難訓練を実施する。
 
 日　　付：11月5日（水）
 実施団体：国、県、市町村、保育所、幼稚園、小・中学校、義務教育学校、
               高等学校、特別支援学校、自治会・自主防災組織 他
 訓練内容：気象庁が発する「緊急地震速報（訓練報）」や市町村、学校が
               発する訓練報を機に身の安全を守る以下の訓練を実施
　　　　　　① 情報伝達訓練
　　　　　　② シェイクアウト訓練
　　　　　　③ 避難カードによる避難場所の確認
　　　　　　④ 「世界津波の日」「津波防災の日」
                    「稲むらの火」に関する学習　等
　　　　　   ※取材先一覧は別紙のとおり

 ● 津浪祭

　安政南海地震の津波により犠牲となった人々の霊を慰め、また、濱口梧陵の偉業を後世に語り継ぐため、
犠牲者の50回忌となる1903年から開催され、100年以上実施している。

 日　　付：11月５日（水）
 場　　所：広川町
 主催団体：広川町
 問合せ先：同上 総務課（0737-23-7732）

 ● 「世界津波の日」地震・津波避難訓練

 ● 湯浅町内一斉津波避難訓練

　
　地震発生時の身体防御、津波からの避難行動等、一連の災害時行動を実践するとともに、町民らの助け合
いによる自助・共助について確認し、各参加者での現状把握、課題発見を行い、防災意識の向上を目的とす
る訓練を実施する。

 日　　付：１１月８日（土）
 場　　所：湯浅町内
 主催団体：湯浅町
 問合せ先：同上　総務課(0737-64-1108)

 ● 呼び上げ地蔵避難訓練

　安政南海地震のとき、大津波から逃げ場を失った人々の命を救ったとされる呼び上げ地蔵の伝承を活用し
た夜間避難訓練を実施する。

 日　　付：11月５日（水）
 場　　所：海南市内
 主催団体：上神田自治会自主防災会
 共　　催：神田地蔵寺

 ● みなべ町南部・岩代・上南部地区防災訓練

　夜間想定の地震・津波避難訓練（シェイクアウト訓練後、各地区の避難場所へ避難を実施）

 日　　付：1１月８日（土）（予備日：11月15日（土））
 場　　所：みなべ町内南部・岩代・上南部地区
 主催団体：南部・岩代・上南部地区の２２自主防災会及び
　　　　　 みなべ町自主防災会連絡協議会
 問合せ先：みなべ町役場総務課　消防防災室(0739-72-2051)



　南海トラフ巨大地震に備え、串本町及び古座川町内官公署等の相互連携した津波災害対応訓練を実施し、
官公署等の総合的な対応能力を向上させる。

 日　　付：11月９日（日）
 場　　所：上野山防災広場ほか
 参加機関：串本町、新宮警察署、串本国道維持出張所、関西電力送配電(株)、
　　　　　 航空自衛隊串本分屯基地、県串本建設部、県立青少年の家、
               県水産試験場、古座川町、新宮公共職業安定所串本出張所、
　　　　　 串本郵便局、県新宮保健所串本支所、串本町消防本部、串本海上保安署
 訓練内容：海上陸上輸送訓練、情報収集・現本設置訓練、救護所設営訓練、
　　　　　 車両救出訓練、火災消火訓練、瓦礫撤去訓練、倒壊家屋救出訓練
 問合せ先：串本町 総務課（0735-62-0555）

 ● 海南市防災訓練

 ● 串本・古座川官公署等連絡協議会津波災害対応訓練

　南海トラフ地震に備え、市内全域で防災訓練を実施（①）。市民は、防災行政無線や緊急速報メール等に
よる地震や津波発生の伝達に合わせて、あらかじめ決めた避難場所等への避難訓練を行い、自治会や事業所
は、それぞれの特性に応じた避難誘導訓練等を実施する。また、「南野上地区」を重点地区とし、南海トラ
フ地震による被害を想定した、避難訓練及び避難所開設・運営訓練等（②）を実施する。

 日　　付：11月９日（日）
 場　　所：①海南市内　②南野上小学校 体育館
 主催団体：①②海南市
 訓練内容：①避難訓練、避難誘導訓練等
　　　　　 ②避難訓練、避難所開設・運営訓練等

　
　南海トラフ巨大地震及び東海・東南海・南海３連動地震において、津波避難困難地域として町内の多くの
地区が指定され、町では津波避難施設等の整備を中心とした防災対策を強く推進している。
　あらゆる防災対策を行っているが、最も重要なことは、地域住民が発災時に「避難行動を起こすこと」で
あり、津波災害発生が予想される状況下において、「自助」「共助」を念頭に置いた避難行動や情報伝達等
が確実に実行できるよう津波避難訓練を実施する。

 日　　付：11月８日（土）
 場　　所：那智勝浦町内
 主催団体：自主防災組織及び地区住民
 関係機関：新宮警察署
 問合せ先：那智勝浦町役場総務課防災対策室(0735－29－7121)

 ● すさみ町津波避難訓練

　沿岸地域（津波浸水対象区域の地区）を対象に津波避難訓練を実施する。訓練終了後、町職員については
防災センターにて仮設トイレ等の設置訓練を実施する。

 日　　付：１１月８日（土）
 場　　所：すさみ町内
 主催団体：すさみ町
 問合せ先：同上　総務課　防災対策室

 ● 那智勝浦町内統一津波避難訓練



　「世界津波の日」に関連し、沿岸防災技術分野で顕著な功績を挙げた国内外の個人または団体を表彰する
国際賞として、平成28年度に創設された。また受賞者の県内招致を実施する。

〔濱口梧陵国際賞授賞式及び記念講演会〕
 日　　付：10月から11月頃
 場　　所：海運クラブ（東京都）
 主催団体：国際津波・沿岸防災技術啓発事業組織委員会
〔受賞者の県内招致〕
 日　　付：10月から11月頃
 場　　所：広川町
 問合せ先：和歌山県 危機管理消防課（073-441-2273）

 ● 濱口梧陵国際賞
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）及

び
「世

界
津

波
の

日
」以

外
の

避
難

訓
練

参
加

予
定

人
員

 ：
 約

１
０

８
，

０
０

０
人

  

　
　

　
　

「
世

界
津

波
の

日
」
 地

震
・
津

波
避

難
訓

練
（
１

１
月

５
日

開
催

）に
つ

い
て

は
、

以
下

の
学

校
に

お
い

て
取

材
が

可
能

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。

　
　

※
学

校
に

よ
っ

て
は

、
気

象
庁

が
発

す
る

緊
急

地
震

速
報

（訓
練

報
）を

使
用

し
な

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。

　
　

　
　

【参
 考

】

令
和

７
年

度
 「

世
界

津
波

の
日

」
 地

震
・
津

波
避

難
訓

練
の

取
材

に
つ

い
て
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